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児童委員会が行った歳末助け合い

募金活動で集まった募金を、長門市

社会福祉協議会の方に手渡しまし

た。「困っている人のために役立て

てください」と、たいへん丁寧な態

度で手渡すことができました。募金

へのご協力、ありがとうございまし

た。 

点灯式のセレモニーでは、６年生

が「湯本ぽかぽかプロジェクト」のプ

レゼンを行いました。その後５年生

も参加してのマーチング演奏を、地

域の方に聞いていただきました。そ

して、いよいよ灯り点灯のカウント

ダウン。薄暗い中たくさんの灯りが

灯り、５・６年生も笑顔いっぱいでし

た。地域の皆様、お世話になり、あり

がとうございました。 

本校の校区は洪水浸水想定区域

を含んでいます。そこで、山口県

防災危機管理課の方を講師にお招

きし、危機対応学習をしました。

ＡＲを装着すると、まるで体育館

が５０ｃｍの高さまで水に浸かっ

たように見えました。泥水で見え

なくなった床の障害物を、傘で確

認しながらゴール地点を目指しま

した。 

 

 

 

 

 

 

地域の皆様に支えられて 
～募金の手渡し 児童委員会～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

～防災体験学習 ５・６年生～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～音信川うたあかり前日準備 ６年生～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～音信川うたあかり点灯式 ５・６年生～ 

 

６年生が総合的な学習で取り

組んでいる「湯本ぽかぽかプロジ

ェクト」もいよいよ大詰め。点灯

式前日には６年生が地域の方と

あかりのうつわを並べ、清掃活動

をしました。これまで見えなかっ

た準備の段階に参加させていた

だいたことは、６年生にとって貴

重な体験となりました。 

ＡＲ：まるで体育館が５０ｃｍ

の浸水状態に 

５・６年生作成の土

あかり設置 

みすゞ記念館館長矢崎節夫様

から～「素敵な演奏でした。」 

長門市の子どもたちが作った

あかりのうつわも設置 

多くの方の前で、５・６年生のマーチン

グ演奏を披露。響き渡った温かい音 

泥水の中の障害物を傘で探りながら進む。 

児童委員会 


